
歴歴史史
文化
サロン

陶磁器生産量日本一の土岐市では、飛鳥時代の須
す え き

恵器以来、焼物
づくりの伝統が受け継がれてきました。中でも泉町久

く

尻
じり

の元屋敷陶
器窯跡（元屋敷窯）は、安土桃山時代に黄瀬戸・瀬戸黒・志野・織
部などの「美濃桃山陶」を生産した代表的な窯として知られていま
す。発掘により元屋敷窯は16世紀後半～17世紀初頭に操業し、大

おお

窯
がま

３基と瀬戸・美濃地域で最古の登窯１基が確認されました。創造的
な茶陶を生み出し、昭和42年には窯が国史跡に、平成25年には出土
品2,431点が重要文化財に指定されています。
当時の絵図では、京都・三条通に「せと物や」と呼ばれる問屋街
が描かれ、発掘でも元屋敷窯をはじめとする美濃焼や、他産地の焼
物が多数出土しています。問屋が産地や器種ごとに商品を扱い、窯
主は商人を通じて消費地の情報を得ていたと考えられます。元屋敷
窯の製品は京都・大坂の城館跡などからも見つかっており、全国流
通していたことがうかがえます。こうした背景から、元屋敷窯の窯
主は時代のニーズを捉えるマーケティング能力や複数の窯を運営す
る資本力を備えた先見性のある人物だったと推測されます。
現在、土岐市では令和11年春の開館を目指し新たな博物館を建
設中で、元屋敷窯の重要文化財や美濃焼の歴史、土岐市の歴史文化
を紹介する予定です。焼物と土地の歴史が融合する新たなミュージ
アムに、ぜひご期待ください。
 （土岐市美濃陶磁歴史館　中嶌茂）

織部の里公園（元屋敷窯）
アクセス（交通機関）
JR「土岐市駅」から徒歩15分
中央自動車道「土岐 IC」から10分
東海環状自動車道「土岐南多治見 IC」から10分
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岐阜県土岐市泉町久尻1246-1
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新年号をご覧いただきありがとうございます。新しい年のスタートにふさわしい情報をお届けできるよう、広報
委員会皆で編集に取り組みました。皆様の活動を支える一助となれば幸いです。本年もどうぞ宜しくお願い致します。
 広報委員長　井澤秀明

編集後記

重要文化財2400点を生産した
元屋敷窯はどんな窯か？

元屋敷窯（登窯）

三条通出土の元屋敷窯製品
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